
平成３１・令和元年度　唐津市立鏡中学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校

運
営

○教職員の資質の向
上

・教職員の資質・能力の向上

・市学力向上指定校の取組をさらに深め，生徒主体の
授業づくりにもとづいた指導案の検討や授業実践を行
い、授業公開を行う。
・教育センター講座や研究発表会への積極的な参加
を勧め，伝達講習や資料提供を行い，校内研究の内
容を充実させる。
・研究組織を見直し，学力向上と生徒指導の２部会で
組織することで，研究の質を向上させ，教職員の資質
の向上を目指す。

・生徒自身が、教えてもらうのではなく、自分たち
で正しい答えにたどり着こうとする姿勢で授業に
臨むようになり、自分の説明(考え)を聞いてもら
う、他の生徒の説明(考え)を聞く、という考えを深
めていくためルーティンが確立されつつある。
・生徒の学びへ向かう態度(学習意欲、他者との
協働に対する意識)の変容や、学習成績(知識技
能、活用力)の変化をみとるデータの収集が、現
段階では不十分。
・各研究部間での連携を密にし、それぞれのデー
タを持ち寄った総合的な考察が必要である。

・一人複数回、同一教科複数回の授業研究会を
行い、挑戦や変容を認め合う機会を多く持つ。
　・指導案を準備したり、特別な時間設定をしたり
する、いわゆる「研究授業」ではなく、模擬授業や
指導案検討会を定期的に行い、皆で考える機会
を増やす。
・各教科や特別活動等の各領域ごとに、最低1回
の研修を原則とする。
・各研究部会の活動時間確保のために、月一回
の校内研究会の内容の見直し、授業の空き時間
を調整して各部会を課業時間内に設定する等の
工夫を行う。

教
育

活
動

●学力向上
・個に応じた指導，分かる授業
に向けた指導方法の改善

・ともに学び合う学習や調べ学習を通して，基礎的な
知識の習得をねらい，考察及び表現活動を取り入れる
ことによって，その知識などを活用する能力を高めさせ
る。
・生徒の意識調査や分析ツールの活用を促進し、教科
等で課題づくりに取り組み，生徒の学びを深めていく。
・生徒の学ぶ意欲と姿勢を向上させるために、家庭と
連携した「主体的，対話的に学ぶ習慣づくり」に努め
る。

・年間を通し、各教科で学びあいの活動を取り入
れた授業が行われ、生徒が主体的に学習課題に
対して取り組む様子が見られた。また学びあいの
活動を取り入れた研究授業を行い、課題の設定
から、指示の仕方、生徒に提示する資料などを検
討し、より生徒が主体的に活動できる授業の在り
方について考えた。
・学習状況調査では、1年生において、知識・理解
に関する問題の正答率が高く、各教科における
確認テストや問題演習の成果が見られた。2年生
において、国語の正答率に高まりがみられた。特
に、「話す・聞く」に関する問題の正答率が、県平
均に近づいている。

・今後も「学びあい」の手法を用いた授業の在り方
について、職員間で検討し、指導法の改善に努め
たい。
・各教科において、資料の読み取りや、説明・表現
する力を高めるための取り組みとして、問題形式
の演習も取り入れ、文章の作り方に関する指導の
時間も確保していきたい。
・各教科で、宿題に限らず、小テストや課題を設定
し、家庭学習の必要性を子どもに示すとともに、学
級通信を通じて、家庭にも家庭学習を充実するた
めの協力をお願いしていきたい。

学
校
運
営

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

校務等の効率化の促進

・企画委員会を中心として，行事や企画を精選するとと
もに，学年や教科などが組織的に活動しやすい環境を
つくる。
・資料のやり取りや職員間の連絡，統計や文書作成な
どを効率的に行う。
・グーグルカレンダーなど限られたソフトで，学校行事
や報が確認できるようになるのかを検証する。

・行事の見直し、精選を行った。
・職員間、学年間の連絡調整を密に行い、職員
が円滑に活動できるような計画立案・準備をする
ことができた。
・限られた環境でのペーパーレス化、業務の効率
化を行うことができた。

・職員間の連絡、調整が円滑に行われていない場
面があり、さらに連絡を密に取る必要がある。
・グーグルカレンダーでの学校行事や出張の管理
については、試用段階であり、利用者を増やして
利便性をあげていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育

活
動

●いじめの問題への
対応

・いじめ問題の未然防止

・無記名方式による生活アンケートを定期的に実施し，
生徒指導部会の中で情報を共有し，その結果を対策
委員会で協議することにより、いじめの早期発見・初期
対応に努める。
・個人日記や日頃の生徒の観察などを全職員が意識
することで，生徒の変容をできるだけ敏感に見取ること
ができるようにする。
・Q-Uテストを実施し、その結果について検討会を開催
するなど，効果的な活用を図ることで、好ましい学級集
団を形成させる。

・無記名方式による生活アンケートや日頃の生徒
観察により，いじめの早期発見，初期対応が必
要であるが，早期発見できたとしても，その後の
各教員の対応により，保護者の理解や協力が得
られないこともあり，学校の方針や方策をしっかり
と示し，保護者とともに解決に向けて取り組む姿
勢が必要であることや，学校としてできること，で
きないことをはっきりと示し，保護者の協力を得な
がら，解決へ向けていくことが今後も必要である
ことを再確認し，よりよい生徒指導体制を全職員
でつくっていくことが大事である。
・QUテストについては，長期休業中に学年別に
効果的な手立てや構成的エンカウンターの例等
の検討が行えたことは，有意義であった。

・日常的な生徒観察をこまめに行い，保護者との
連絡を密に取り合う中で，いじめアンケートや生活
アンケートを実施し，今後も早期発見，初期対応
に努めていきたい。また，保護者との連携につい
ても，問題が特になくても，日ごろの観察を通して
心配な生徒への保護者との連携を図っていくこと
が必要である。
・QUテストについては，長期休業中に結果の検討
を行ってきたが，１学期及び２学期の２回は実施
し，変容を見ることも必要となってくる。今後，予算
の面や実施回数について，検討をしていきたい。

教
育

活
動

●心の教育
・自他を尊重する姿勢の育成
・教職員の意識の向上

・アクティブ・ラーニングにより学習者同士のかかわり
を重視し、個と個をつなぐ開発的生徒指導の視点での
授業づくりを展開する。
・自他のよい面を認め、学級や教科等で相手のことを
考えた言葉を使うよう指導する。
・特別支援教育コーディネーターを中心にインクルーシ
ブ教育についての研修会を開催することで教職員の
意識を高める。

・学習者同士のかかわりを重視し、学習者
同士が関わる場面を多く設定した授業づくり
を行った。
・学級、教科、学校生活のいろんな場面で、
相手の事を考えた言葉を使うように指導し
た。
・特別支援教育に関する研修会を２回開催
した。

・アクティブラーニングや学び合いの良い面はある
が、場合によっては授業の形態を工夫する必要が
ある。学習規律をより重視していく必要がある。
・自他の良い面を認める活動や取り組みをもっと
増やしていきたい。
・特別支援教育に関する研修会は、年に２回は継
続して行っていきたい。

教
育

活
動

●志を高める教育

・生徒一人一人が自分の夢や
目標をもち，自己実現できるよ
うに努力しようとする気持ちを
育む教育活動の推進

・かがみん話Ｖｏｌ．１，Ｖｏｌ２（鏡の歴史研究会編）等の
郷土資料を使い，「郷土を知ろう」の授業を行う。
・特別活動において，高校調べや職業調べ，ＰＡＳカー
ドの実施を行い，自分の適性について知ることで，将
来の夢や目標を考える機会とし，自己実現へ向けての
手立てを考える授業を行う。

・かがみん話の郷土資料を使い、「郷土を知ろう」
の授業を行った。授業で行った学習も含め、文化
発表会のステージ発表に向けて、実行委員を中
心にパワーポイントを活用し郷土について調べ、
発表することが出来た。また、個人では、鏡新聞
を作成したことで、知らなかった郷土（鏡）のこと
にも目を向ける生徒が増えた。
・特別活動において、高校調べや職業調べ、ＰＡ
Ｓカードの実施を行い、自分の適性について知る
ことで、将来の夢や目標を考える機会とし、自己
実現へ向けての手立てを考える授業を行った。
その結果、授業中の態度や宿題等の定着率も以
前と比べて、上昇した。また、休み時間にも友達
と興味のある高校について話をするなど、自分の
進路における意識の高まりを感じた。

・左記のかがみん話の郷土資料を使い、「郷土を
知ろう」の授業や、特別活動においては、高校調
べや職業調べ、ＰＡＳカードの実施を行い、自分の
適性について知ることで、将来の夢や目標を考え
る機会とし、自己実現へ向けての手立てを考える
授業はこれからも継続していきたい。
・多くの先生方が道徳の研修にできるだけ積極的
に参加し、自己啓発に努める時間を持ちたい。ま
た、生徒の学びや成長、生徒自身が道徳的価値
の理解をどのように深めたかを記述するワーク
シートや評価の在り方の研修、教材研究をさらに
努める必要がある。

教
育

活
動

○キャリア教育
・職場体験の計画と指導の充
実

・職場体験や地域の方々の協力を得ながらマナー検
定を実施するなど，社会における必要不可欠なスキル
やマナーを身に付ける。
・地域教育力を効果的に活用し、職場体験で開発的生
徒指導の場を仕組み、生徒の自己肯定感（自尊感情）
を高める。

・事前の職業調べや自主的な体験計画づくり、ま
た履歴書の作成や事業所での対応シミュレー
ションを通して、自身の社会性や適応性を確認
し、またその向上に努めることができた。
・事業所においては、快諾のもと、熱心に指導い
ただき、生徒は社会人としての基本的な内容を
身に着けることができた。

・身近な職業人（保護者等）による講話等の実施
の可能性を探る。
・体験を通して学んだことが、今後の学習や生活
により生かせるように、関心意欲がさらに高まる事
業所を開拓拡充する。

教
育

活
動

〇生徒会活動
・ボランティア活動など生徒の
自主的な活動の充実

・ボランティア活動について「気づき・考え・実行」できる
よう助言・支援を行う。
・校内のみならず、登校道路の清掃や松葉かきなど地
域に根差したボランティア活動を展開する。
・各専門部の特性を生かし、生徒会本部と協力し，ボ
ランティア活動を行う。
・活動後は生徒会だよりなどで生徒、保護者に啓発を
行う。

・昨年度と同様に，松葉かきへの参加は自主参
加であるが、多くの生徒が参加した。また，地域
のボランティア活動の案内がくると多くの生徒が
参加し活動できた。
・スマイルロード委員会を立ち上げ４年目になり、
学校前の道路に常に花絶やさず、地域との連携
して整備することができた。

・スマイルロードについては，来年度から植樹をさ
れている関係で，規模を縮小しないといけない事
になるが，生徒会ボランティア委員からの呼びか
けでまた新しい取組を生徒とともに考えていきた
い。また、アルミ缶回収や書き損じはがきの回収
にも、目標を設定したり回収BOXを製作するなど
して意識を高めさせることによって、積極的に取り
組む生徒を増やすことができた。今後も生徒会を
中心に、ボランティア活動に積極的に取り組ませ
たい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校
運営

○開かれた学校づくり ・学校からの積極的な情報提
供

・「毎日が授業公開日」を継続し、授業・行事等への保
護者・地域の参加の促進を行う。
・ＨＰ及びはなまる連絡帳を更新する担当者を各学年
に増やし、機会あるごとに更新することに心がける。

・ＨＰ更新頻度を増やし、学校からの発信機会を
増やした。
・ＨＰ更新を複数人の担当者で行うことができた。

・授業や行事等への保護者、地域の方の参加の
機会をもっと増やす。
・ＨＰ更新を各学年や各教科等で可能となるよう
に、研修の機会を持つ。

学校
運営

○小中連携 ・小中連携を一層深め、指導の
充実
・地域との連携の強化

・小中連携推進委員会を行い、方針を立て、実践へつ
なげる。
・授業参観・情報交換会を実施し、共通理解を深めて
いく。
・各種活動において地域の人材を活用し、地域と学校
の協力関係を築く。

・小中連携推進委員会において、来年度へむけ
て組織の改編を行い、各部ごとの課題の洗い出
しと来年度の年間計画の立案を行った。
・中学校からの出前授業を実施、情報交換を行っ
た。

・小中連携強化をはかるための組織の改編およ
び、計画的な連携をおこなうための計画立案をす
ることができたので、実施に向けて今まで以上に
連絡を密に取り取り組んでいく。
・時間が限られるが、校種間の授業参観を行い情
報交換や生徒理解を進めていく

教
育

活
動

○生徒指導 ・開発的生徒指導の実践 ・年度当初の会議での提案を十分に理解し、実践す
る。
・毎週，実施している生徒指導部会で，各学年の現状
を共有することで，出てきた課題については,全体の問
題として手立てを考える。
・家庭での生活習慣は保護者育友会活動の協力を得
て、好ましい生活習慣及び生活態度の確立を目指す。

・各種行事において実行委員会の設置等による
生徒主体の企画・運営を推進した。
・生徒主体の学年集会を学年の実態に応じ段階
的に実践した。
・部活動キャプテン会を毎月行い、部活動の自主
運営の補佐、指導及びリーダー育成に努めた。
・毎学期、学年代表生徒による振り返り発表を行
い、生徒の良さや頑張りを紹介した。他にも生徒
の出番と役割、承認の場を可能な限り仕組んだ。

・中学校三年間を見通した開発的生徒指導の実
践を図り、各学年による取り組みの温度差の改善
に努める。
・部活動キャプテン会については，来年度も継続
して行い，生徒の自主的な運営によって，部活動
が実施されるようにする。
・毎学期の生徒の振り返りについても，引き続き
行い，生徒の出番を意図的に設けることにより，
承認する場面を増やし，生徒の自己肯定感を高
めていきたい。

教
育

活
動

●健康・体つくり ・性教育、命の教育の推進
・食育の推進
・基礎体力の向上

・生(性)教育についての講演会を行う。
・食生活アンケートや食育の授業を実施する。
・授業や委員会活動の中で運動に対する認識を高め、
スポーツに親しむ環境を整える。

・命の教育（性を含む）については、関係機関の
協力を得ながら、学年ごとに講演会を実施するこ
とができた。
・ほとんどの生徒が朝食を摂取しており、給食の
残菜も少ない。

・性や命についての指導は、道徳・学活やたの教
科との関連性もあるので、ともに取り組んでいく必
要がある。
・毎日の給食指導で、正しい服装や手洗いの徹底
をさせ、衛生観念をさらに高めるとともに、命の大
切さを意識づける。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

具体的目標

・「郷土を知ろう」の授業の振り返りを実施し，「わ
かった」と評価する生徒８０％
・自己の夢や目標をたてる機会を設け，自己実現
に対する手立てや方法について学ぶ機会を設定
する。

・公開授業等、学校行事への保護者及び地域住
民の参加率を前年度よりも高める。
・毎月、ＨＰ及びはなまる連絡帳の更新並びに学
校だよりの発行をする。

・小中９年間を通して共通した取組みを行い、生
活ルールや学習規律を身に付けさせ、小中の
ギャップをなくしていく。
・地域の人材を活用し、生徒の健全育成を行う。

・全職員が開発的生徒指導の理念に基づき，生
徒が活躍できる場をより多く設定する。
・職員の共通理解を図る。
・全校生徒一斉の生活指導を実践する。

・性教育、命の教育を実施して自尊感情を高め
る。
・食事の大切さの意識付けを行う。
・運動に進んで親しもうとする意識を高める。

B

・職場体験が自我に目覚め、自己肯定感や存在
感を高める場となるようにする。

B

具体的目標

・学校運営を組織的に行い，全職員が校内LANや
SEI‐Net等を有効活用しながら業務の効率化を図
るとともに，業務内容の分散化を行い，校務処理
を効率化する。

達成度

B

・県内でも最も古いＪＲＣ加盟校として、生徒会を
中心に行うボランティア活動など，開発的生徒指
導の視点で生徒の自主的な活動を仕組み，活躍
する場を設定する。

・「いじめ対策委員会」を定期的に開催することで
いじめ問題を未然に防止し、いじめ問題発生件数
０件を目指す。
・日頃の生徒の様子を観察し，全教職員で共有す
る場をつくり，生徒の変容を見取れるようにする。
・Q-Uテストを実施し、よりよい学級集団づくりに
活用する。

達成度

３　目標・評価

具体的目標

・「鏡ラーニングルール」を基に，授業形態づくりを
重視しながら，授業における学びの手法の研究を
通して，全員が分かる授業に向けて授業改善を
行う。
・校内研究を充実させることで，各種研修会や校
内研究等を通して、全教員が授業の工夫・改善を
行う。

・『学び合い』の手法に基づいた「鏡ラーニング」を
推進し，学び合う活動を多く仕組んでいく。
・学力・学習状況調査等の分析に基づき、基礎的
な内容を確認しながら，その知識を活用した課題
づくりを行う。
・全国（県）学習状況調査における各教科の通過
率で県平均を上まわる教科を前年度より増やす。

②人権教育を充実させ、特別支援教育に対する意識も高める。

『ともに学び　心がふれあう学校』
　〇　進んで学習し，気づき，考え、行動できる生徒の育成
　○　自他を敬愛し，公共心をもった生徒の育成
　〇　心身ともに健康で，最後までやり抜く生徒の育成

①　「教える・育む・鍛える」を意識した「時・場・礼」の徹底による人格形成と心の教育
②　確かな学力の定着と授業規律の確立
③　学級づくり，学年づくりから学校づくりへ（認め合い，高め合う生徒の育成）
④　進路指導・キャリア教育の研究の推進
⑤　特別支援教育の充実

達成度

B

A

Ｂ

①『学び合い』の手法を用い、着実な学力の定着を図り、生徒の目指す進路を達成させる。

③情報発信、地域との連携に努め、開かれた学校づくりを推進する。

B

Ａ

B

達成度

具体的目標

・生徒の９割以上が授業中も含め、時と場合に応
じた態度や言葉遣い、相手を思いやる言葉遣い
が出来るようにする。
・特別支援教育に関する研修を推進することによ
り，インクルーシブ教育に対しての意識が高まる
ようにする。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

B

B

B

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料２


